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  令和元年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等
1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

4.今後の方向性

施設運営の根拠となる計画等岸和田市スポーツ推進計画P１７、心技館は武道の全市域施設としての役割を担っている。

A1随時研修を行うなど、適切に運営している。

A2利用者からの苦情や不満も出ておらず、適切に運営している。

A 適切な収支を行っている。

基本協定書に基づき管理業務・運営業務ともに概ね適切な運営管理がされている。

指定管理者名

施設名（所在地）

業務実績を振り返
り、今年度どのよ
うな取組みを実施
する予定か（今年
度の事業計画書等
に反映された
点）。

今年度は、新型コロナウイルスの動向を注視しながら、リスクマネジメントを的確に行い、管理運営を行う。

施設の利用状況

運営業務の実施状況

管理業務の実施状況

岸和田市民道場心技館

岸和田市民道場心技会

平成28年４月１日～令和３年３月31日

生涯学習部スポーツ振興課

３，７８６，７４０円 指定管理期間

非公募 施設所管課名公募/非公募

指定管理料

基本協定に基づき、適正な運営業務を行っている。

基本協定に基づき、適正な運営業務を行っている。
武道教室を適切に実施している。
自主事業として各武道教室の指導者講習会及び、子ども体操教室を実施している。
新型コロナウイルス感染症対策のため、消毒液を設置する等、適切な感染症対策を実施している。

H29:17,261人　H30:16,102人　Ｒ１:13,783人

使用料収入or利用料金収入　H29:255,800円　H30:267,050円　Ｒ１:423,500円

利用者数については、新型コロナウイルス感染症による各事業の実施中止により減少。
入場料等収入等については、心技館を映画撮影で使用したことによる増加。

総合評価

A2


